
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、2021 年８⽉ 13 ⽇に開⽰した 2021 年 6 ⽉期通期連結業績予想を修正しましたので、下記のとおり、お知ら
せいたします。 
 

記 
 
１．2021 年 6 ⽉期通期連結業績予想値の修正（2020 年 7 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 6 ⽉ 30 ⽇） 

 売上⾼ 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

単位 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回公表予想 

（A） 
13,000       

〜13,500 
300       

〜500 
300       

〜450 
0       

〜150 
0.00      

〜9.87 

修正値 
（B） 

14,500 320       420      170       11.28       

増減額 
（B-A） 

1,500       
〜1,000 

20       
〜▲180 

120       
〜▲30 

170       
〜20 

― 

増減率 
11.5％       

〜7.4％ 
6.7％       

〜▲36.0％ 
40.0％       

〜▲6.7％ 
―       

〜13.3％ 
― 

(参考)前期実績 
（2020 年 6 ⽉期） 

14,094 420 275 ▲210 ▲13.97 

 
２．修正の理由 

当社の連結業績予想については、2021 年 6 ⽉期 第１四半期決算短信の「連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」に記載した通り、「フードブランディング事業（以下、FB事業）」における新型コロナウイルス感染拡⼤の影響等を変
動要因として勘案し、レンジ形式での開⽰としておりました。 

これまでは、その影響を合理的に算定することが困難であったことから、期初に開⽰した通期業績予想は変更しておりません
でしたが、今回、当第３四半期までの実績に加えて、各セグメントの事業進捗状況及び今後の動向予測を踏まえ、通期連結
業績予想の修正を⾏ったものです。 

なお、修正要因は以下の通りです。 
 

（売上⾼） 
当社グループの基幹事業である「マーケティング＆コミュニケーション事業（M&C事業）」については、⼀部案件が新型コ

ロナウイルス感染拡⼤に起因するリアルイベントの実施⾒合せおよび延期等の影響を受けたものの、今期も順調に受注を獲
得しており、期⾸計画に対して⼤幅な増収を⾒込んでおります。 
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その⼀方、「FB事業」については、新型コロナウイルス感染症の各地域における流⾏状況を踏まえ、集客予想を⾒直した
ことに加え、2021 年 2 ⽉ 12 ⽇付「定期建物賃貸借契約期間満了に伴う「bills」韓国 2 号店閉店に関するお知らせ」の
通り、既存店閉店の影響を加味した結果、⼤幅な減収要因となる⾒通しです。 

また「セールスアクティベーション事業（SA事業）」および「ビジネスディベロップメント事業（BD事業）」の業績が堅調に
推移する⾒通しであることを考慮した結果、売上⾼は、「FB事業」における減収分を補い、14,513 百万円の⾒込みとなり
ました。 

 
（営業利益） 

「FB事業」については、店舗地代家賃の減額交渉など固定費の削減を進めておりますが、客数減少による売上⾼の減
少の影響が⼤きく、減益を⾒込んでおります。 

「M＆C事業」では、期⾸計画に対して増収を⾒込んでいるものの、案件構成の変化から、営業利益に関しては期⾸計
画に対する⼤幅な乖離はない⾒通しです。 

「SA事業」および「BD事業」は概ねして期⾸計画通りに進⾏していることを勘案し、全体として営業利益は 325 百万円
の⾒込みとなりました。 

 
（経常利益） 

営業利益予想の修正に加え、営業外収入として現時点で計上している新型コロナウイルス感染症に関する助成⾦等約
101 百万円と、現在申請中の助成⾦の期中の発⽣⾒込みを勘案した結果、経常利益は 420 百万円の⾒込みとなりま
した。 

 
（親会社株主に帰属する当期純利益） 

 経常利益予想の修正に加え、法人税等を考慮した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は 173 百万円の⾒込み
となりました。 

 
３．業績予想に関する前提条件 

今回開⽰した業績予想値の算定における主な前提条件は以下の通りです。 
なお、今後の新型コロナウイルス感染症の影響状況が前提条件から乖離した場合は、業績予想と実績に乖離が⽣じる可

能性がございます。 
 
· カジュアルダイニング「bills」を展開する「FB事業」 

【国内】 緊急事態宣言の影響を踏まえ、⼤阪店は５⽉ 31 ⽇まで臨時休業を予定しております。 
その他の既存店舗については、営業時間や酒類販売について⼀部制限を受けるものの、営業を継続できる想
定です。 
また、期末までに、現在申請中の新型コロナウイルス感染症に関する各種助成⾦の入⾦を想定しております。 

【ハワイ】 既存店「bills Waikiki」を 2020 年 9 ⽉より臨時休業しており、今期中は営業再開できない想定です。 
【韓国】 店舗数が減少したものの、既存店の集客は緩やかに回復傾向となる想定です。 

 
· 「M&C事業」 「SA事業」 「BD事業」の３事業 

現時点までの案件受注状況をベースに算定を⾏っております。 
 

本資料に記載されている業績⾒通し等の記述は、当社が現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後様々な要因によって当該予想と異なる場合がありますので、予めご了解ください。 
 

以上 

（本件に関するお問合せ先） 
株式会社サニーサイドアップグループ グループ管理本部 経営企画部 TEL 03-6894-2241 


